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課題を把握・発見する

考えを比較検討する

子どもの学びの
質の向上

これからの社会を生き抜くための確かな学びに向かう子ども
「令和７年度 長岡市学校教育の共通実践事項」より

課題を解決する

方法を選択し追求する

自分の考えを深める

議論し練り上げる

なぜ
授業イノベーション？

実体験を伴う活動的な学び

多様な関わりを
生かす学び

「自分」に
合った学び

教科のとびら

具体的な姿は？

https://www.nagaokapf.jp/search_study/
https://www.nagaokapf.jp/search_study/
https://www.nagaokapf.jp/search_exp/
https://www.nagaokapf.jp/search_exp/
https://youtu.be/9lCkXswt1m0


なぜ授業イノベーション①

なぜ 授業をイノベーション（革新）する必要があるのか

社会が大きく変わろうとしているのだから、
教育だって変わらないといけない



VUCA時代

● 「お手本」のない時代

● 適当な選択肢が見つからなければ、新たな選

択肢を創造する力が必要

● どのような社会になったとしても、その時々で何

とかするしかない

● 大人になっても学び続けなければいけない

● 子どものうちに学び方を学ぶ必要がある

正解すること ≠ ゴール

なぜ授業イノベーション②なぜ 授業をイノベーション（革新）する必要があるのか



VUCA時代に求められる力

・情報を収集する力・処理する力

・迅速に意思決定する力

・臨機応変に対応する力

・円滑なコミュニケーションを取る力

・自ら課題を解決する力

・新たな価値を創出する力
（参考）すららが考える教育の未来
https://surala.jp/school/future/list/2288/

このスタイルだけの授業で育ちますか？

なぜ授業イノベーション③

なぜ 授業をイノベーション（革新）する必要があるのか



不登校状況調査（R5.11実施）から

【結果】
⑴ 小学校３年、４年で急増 「10歳の壁」
⑵ 中学校１年、２年でさらに急増 「中１ギャップ」

【背景や要因】 ⑴⑵いずれも

第１位：友人関係

第２位：学業不振（つまづき）

【未然防止のため必要なこと！】 特に⑴⑵の学年で！

「自分」に合った学び、多様なかかわりを生かす学び、
実体験を伴う活動的な学びを充実させること

・学習でつまずかない
・つまずきをとりもどす
・自信をもつ
・より良い人間関係を築くこと

なぜ授業イノベーション④

なぜ 授業をイノベーション（革新）する必要があるのか



生徒指導提要（改
訂版）文部科学省

なぜ授業イノベーション⑤なぜ 授業をイノベーション（革新）する必要があるのか

不登校未然防止に有効

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1404008_00001.htm


「自分」に合った学びの視点

「自分」に
合った学び

☆課題の内容や目標設定の選択

難易度や進度、量

☆調査方法の選択

本、インターネット、インタビュー、

実験等

☆学び方の選択

・ペア、グループ or 自分で

他の人の学ぶ様子を見に行ける

☆表現方法の選択

・ICT、画用紙等アウトプットの方法

☆場の選択

どこで課題を行うか。（学び

方の選択に関連）

☆最適解、納得解の選択

複数の解決方法がある中で

自分に合った答えを選択

☆思考手段の選択

付箋、思考ツール等の選択

☆情報量の選択

その子にとって処理できる最大

量（情報の量は自分で調節）

計画表、学習の手引きを作ろう

子どもが選択できる場面、子

どもに委ねる場面を増やしま

しょう。

子どもが自ら動きたくなる

ような課題を！



多様な関わり
を生かす学び

多様な関わりを生かす学びの視点

☆考えのズレをもとに対話する関わり

☆分からなさと、分かっていく過程を共有

をする（つまずきを想定する）

☆振り返りの場面で記述前に

ペアなどで対話する関わり

☆各自が必要感や目的意識をもち議論する

☆不完全でも子どもが必要感をもっての対話（ためらいがち、つぶやきでもOK）

教師からの指示での対話

だけでなく、子どもたちから

自然と話したくなる課題づ

くりを！

☆多様な意見を認め、自分の考

えを振り返り、深める関わり

相互理解のための「対話」が大切。

自分のしたことやその手順だけを発表

し合うのではなく、自分がどう考えた

のか、なぜそう思ったのかまで交流し

たい。



実体験を伴う活動的な学びの視点

実体験を伴う
活動的な学び

☆過去の経験や体験活動、日常生

活等を生かせる内容
☆自己に関連し、日常生活に生かせる内容

☆過去の自分を振り返ったり未来の自

分へ思いを馳せたりする内容

☆地域や社会に役立つ内容

☆地域や社会、世界での学びにつな

がる活動

☆学校行事（自然体験、平和学習、

環境学習など含）と学習をつなげる ☆自分が得た情報や学びを発信する活動

「見方・考え方」と関連させ

て子どもとって魅力ある

ゴール設定を！

学んだことを実体験に活用

する、実体験したことから

課題が生まれる



授業イメージ

授業イノベーション【授業イメージ編】
～習得した方法や視点等を子ども自ら活用する授業への変革～

授業の変革 授業イメージ

ティーチングから

コーチングへ

・授業の中で教師が話をしすぎず、授業の７割は子どもたちが
主体的に活動する時間になっている

「自分」に

合った学び

・子どもが自分の席を離れてでも自ら周囲と相談したり、教師に
尋ねたり、自己選択した課題を追求したりする場がある

・子どもが課題や解決方法を選んだり、決定したりする場がある

多様な関わりを

生かす学び

・課題解決や目標・目的達成のために、意見交換したり話し
合ったりする場がある

・話合いを通して他者の意見を認めたり、自分の考えを深めた
り広げたりする場がある

実体験を伴う

活動的な学び

・子どもの経験や体験活動、日常生活等を生かせる内容を取り
入れている



教師の姿

授業イノベーション【教師の姿編】
～習得した方法や視点等を子ども自ら活用する授業への変革～

授業の変革 教師の姿

「自分」に

合った学び

・課題解決や目標・目的達成のため等、子ども一人一人にとっ
て必要感のある課題を設定している

・普段の授業の中で課題を自ら解決するための方法や視点、
ツールの使い方等を習得させている

多様な関わりを

生かす学び

・課題解決や目標・目的達成のため等、子ども一人一人にとっ
て必要感のある話合いの場を設定している

・普段の授業の中で自ら考えを深めるための説明の仕方、質問
の仕方、情報処理の仕方、まとめ方等のスキルを習得させてい
る

実体験を伴う

活動的な学び

・子ども一人一人にとって必要感のある体験活動を設定してい
る



子どもの姿

授業イノベーション【子どもが主役編】
～習得した方法や視点等を子ども自ら活用する授業への変革～

授業の変革 子どもの姿

「自分」に

合った学び

・一人一人が自分の課題や目的、目標を見出したり、それを追
求したりしている

・課題解決、目的・目標達成のために自ら方法や視点、ツール
等を調整し、解決している

多様な関わりを

生かす学び

・一人一人が自分の課題解決、目的・目標達成のために、議論
したり新しいものを作り出したりしている

・自分の考えを深めるための説明の仕方、質問の仕方、情報処
理の仕方、まとめ方等のスキルを使って解決している

実体験を伴う

活動的な学び

・活動や体験を通して過去の自分を振り返ったり未来の自分へ
思いを馳せたりしている



教科のとびら

CLICK！

理科のとびら
CLICK！

英語のとびら

CLICK！

算数・数学のとびら

各教科の授業イノベーションでの視点での単元計画や教材を

掲載しています。定期的にアップデートしていきます。

国語のとびら

CLICK！
社会のとびら

CLICK！

論文のとびら

CLICK！

https://www.kome100.ne.jp/nkcenter/


理科自由進度







「自分」に合った学び 習熟を図る授業デザイン（算数）

習得 ﾁｪｯｸﾀｲﾑ ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾀｲﾑ 評価

〇教科書の内容に沿って学習内容を習得
・ T・T体制での一斉授業、適応問題

〇チェックプリントで習得状況を確認
・教科書の単元末の習熟問題

〇「自分」に合った学び方を自己選択・
自己決定
・「学習の進め方フローチャート」

〇習得状況の確認と自己の学
びの振り返り
・単元テスト、リフレクションシート

「ステップアップタイム」について

基礎コース
「苦手な所に再チャレンジ」

中級コース
「習ったことを完ぺきに」

発展コース
「難しい問題に挑戦」

教
材
・
課
題

・ステップアッププリント
（担任自作）できる所まで
・業者プリント 苦手な所
・「ドリルパーク」
・教科書補充問題（基礎）

・ステップアッププリント全部
・業者プリント全部
・教科書補充問題（発展）

・発展プリント（筆者自作）
・プログラミング制作

「評価」について プリント
正解数

選択コース
学習スタイル

学習内容
ステップアップタイム後
リフレクション

テスト点数
テスト返却後
リフレクション

〇/10問 基礎コース
一人で

ドリル
パーク

はじめは一人で・・・・・・・
先生や友達と・・・・・・

〇/150点 テストの点数が思ったより・・・・・・・・・・・・・・・・・
次からは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

教室環境

コース別教材・課題

リフレクションシート

個々に

友達と

先生と



学びのフローチャート



実体験を伴う活動的な学び（算数・数学）

学校図書 「みんなと学ぶ」小学校算数 内容解説資料より

学校図書 中学校数学 内容解説資料より

👉詳しく見る（デジタルブック）

詳しく見る（デジタルブック）👈

https://r6-sho.gakuto-plus.jp/ipages/flipbook/18
https://gakuto.co.jp/docs/digitalbook/sugaku_naiyoukaisetsu/html5.html#page=25
https://r6-sho.gakuto-plus.jp/ipages/flipbook/18
https://gakuto.co.jp/docs/digitalbook/sugaku_naiyoukaisetsu/html5.html#page=25






中学２年生地理的分野「北海道地方」 佐渡市立佐和田中学校 小田和也教諭の実践

１ 単元構想イメージ

１次 課題把握段階

【実際の学習活動】
・単元を貫く学習課題（単貫課題）の確認。
・何を理解すればよいかの確認。
・課題に対する現段階での自分の考えを出す。

２次 課題追究段階
（知識獲得段階）

【実際の学習内容】
①ワンペーパーポートフォリオ（ＯＰＰ）に単貫課題に
関連しそうなことをまとめる。
単貫課題に関連しそうなことをまとめる。
②自分の学び方を振り返る。

３次 課題解決段階
【実際の学習活動】
・これまでの情報をもとに自分の考えをまとめる。
・他者との対話でよりよい自分の考えを模索する。

一斉

一斉

複線型３時間

２ 授業の実際
(1) 学習課題「北海道のキャッチフレーズ」を考える生徒
「北海道の魅力を伝える最適なキャッチフレーズはどのようなものか」という学級の学習課題を
設定した。そこで、「北海道のどんなことがわかれば、課題解決できそうか」と問うと、「北海道の
自然、産業、食、観光スポット」といった声が聞かれた。



(2) 学習課題の解決に向けて情報収集に取り組む生徒
宗實氏は北氏の提唱する「学習の複線化」を成功させるポイントとして、①学習の「何を」複線
化するのか。②学習過程の「どこを」複線化するのか。③子どもたちの技能はどのように身につ
いているか。という点をあげている（宗實2023）。これらを参考に、①「学習方法（調べ方）」「学習
の資料」、②「追究活動」「まとめる場面」を複線化し、③教材や学習活動を生徒が自ら選択し、
諸資料を取捨選択して、調べたことを情報交換し合い、自分なりの考えを深められるように授業
を進めた。
具体的な実践として、共通の学習課題を確認後、自分たちで調べる追究活動の時間を３時間
設定した。３時間のうちに該当する北海道地方の教科書を中心に、資料集、場合によってはイ
ンターネットを駆使して自分なりのキャッチフレーズを考えられるようにした。もちろん、生徒が
教科書を読んでわからない点は教師が補足したり、場合によっては一斉指導で教科書や資料
集の内容を確認したりした。しかし、基本的には個別に学習をしたり、必要であれば他者との対
話もしたりして追究活動を進めさせた。そして、各授業の終わりには、本時の学びとキャッチフ
レーズに関連しそうな語句をワンペーパーポートフォリオ（以下、OPPと表記する）にまとめるよ
う指示を出した。
追究活動では、生徒は教科書を中心に、必要に応じて資料集やインターネットを活用して情
報収集を行っていた。また、ノートに情報をまとめるだけでなく、教科書に直接書き込みを行うな
ど、自分に合ったまとめ方を選べていた。教科書や資料集で意味のつかめない語句があったと
きや、自分のまとめ方に自信のもてない時は、他者や教師との対話を積極的に行っていた。個
別最適な学びをめざしていたが、協働的な学びと一体となることで考えを深めていけたと感じる。
図１は、最終的に生徒AがまとめたOPPとキャッチフレーズである。記述を確認すると、学習課
題であるキャッチフレーズを考えながら、北海道の地理的特色の内容理解ができていることが
わかる。また、教師の説明や他者との対話を通して、情報の取捨選択を行い、学びの自己調整
ができていることを自覚している。これらの姿が見られたのは、学級で共通する学習課題をもち、
学習の複線化による自己選択の機会が与えられたことによると考える。



３ おわりに
多様性が尊重される現代社会では、個別最適な学びが重要になることは多くの教師が納得する
ことだと考える。しかし、これは自戒を込めてであるが、ともすると自己選択、自己決定をしてい
れば個別最適な学びになっていると満足しがちである。より大切なのは、児童生徒が教師の手
を離れても、学びの自己調整を行い、生徒の社会科に対する内容理解や見方・考え方を働かせ
られるよう促すことだと考える。宗實氏は個別最適な学びの上位目標として、「子どもが自己選
択・自己決定しながら自立的な学びを進めること」。「その教科「らしさ」を考えつつ、そこにその子
「らしさ」が顕れるように意識することが重要」（宗實・椎井2024）だと述べており、激しく共感する。
私の実践はまだまだ未熟であるが、よりよい個別最適な学びを追究し続けたい。そして、お読み
になった先生方にとって、何かしらの参考になれば幸いである。

（※本原稿は、教師の“知恵”.net「教師の知恵ぶくろNo.811」を加除修正したものである。原典：
http://www.udkansai.net/24-11-09-811/oda.pdf）
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